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羽
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飛
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ル
ー
ト
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
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一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
後
方
乱
気
流
区
分
の
再
分
類
に
伴
う
管
制
方
式
問
題
の
試
行
運
用
」
及
び
「
管
制
間
隔
短
縮
に
与
え
た
効
果
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
令
和
二
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
同
年

十
一
月
四
日
ま
で
の
間
、
東
京
国
際
空
港
（
以
下
「
羽
田
空
港
」
と
い
う
。
）
及
び
成
田
国
際
空
港
に
お
い
て
、
先
行
機
と

後
続
機
の
相
互
間
の
間
隔
を
短
縮
し
た
後
方
乱
気
流
管
制
方
式
（
以
下
「
新
方
式
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
試
行
運
用
を
実

施
し
、
安
全
性
に
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
同
月
五
日
か
ら
新
方
式
に
よ
る
運
用
を
開
始
し
て
い
る
。
新
方
式

の
運
用
に
よ
り
、
先
行
機
と
後
続
機
の
組
合
せ
に
よ
り
先
行
機
と
後
続
機
の
相
互
間
の
間
隔
が
短
縮
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
円
滑
な
航
空
交
通
が
確
保
さ
れ
、
航
空
機
の
飛
行
時
間
の
短
縮
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
羽
田
新
経
路
の
固
定
化
回
避
に
係
る
技
術
的
方
策
検
討
会
は
、
最
近

の
航
空
管
制
及
び
航
空
機
の
技
術
革
新
の
進
展
を
踏
ま
え
、
羽
田
空
港
に
お
け
る
新
た
な
飛
行
経
路
（
以
下
「
新
経
路
」
と

い
う
。
）
の
航
空
機
の
騒
音
に
よ
る
影
響
の
軽
減
、
固
定
化
回
避
等
の
観
点
か
ら
、
新
経
路
の
見
直
し
が
可
能
な
方
策
が
な



 

２ 

 

い
か
に
つ
い
て
技
術
的
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
新
方
式
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

新
経
路
の
運
用
に
際
し
て
は
、
実
際
に
新
経
路
を
飛
行
し
た
航
空
会
社
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
羽
田
空
港
に
お
い
て
管
制
業
務

に
従
事
し
て
い
る
航
空
管
制
官
と
の
間
で
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
現
場
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
の
声
」
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。
御
指
摘
の
「
令
和
二
年
度
航
空
安
全
情
報
自
発
報
告
制
度
に
基
づ

く
提
言
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
は
、
「
天
候
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
滑
走
路
運
用
を
含
め
た
羽
田
空
港
の
安
全
運
航
に
資
す

る
共
通
認
識
を
持
つ
た
め
、
当
局
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
含
め
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
航
空
管
制
官
と
の
今
後
の
継
続
的
な
意
見
交

換
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
航
空
管
制
官
と
の
間
で
意
見
交
換
を

継
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
安
全
運
航
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 


